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東丹沢大洞沢の水文地質と流出機構

Study on Hydrogeological features of Ohbora-sawa Watershed  
in The Eastern Tanzawa Mountains

Takahide YOKOYAMA*, Yoshimi UCHIYAMA* and  Masatoshi MITSUHASHI*

要　旨

Ⅰ　はじめに
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Ⅱ　調査項目と調査方法
１　地形・地質

°

図１　大洞沢の位置（図中の枠が図 2の範囲） 図２　大洞沢の観測施設と流量観測地点（●：流量調査地点、B1、
B2：ボーリング孔（観測井）、△：量水堰、Ｘ－Ｙ：地質
断面線、x, C：気象観測点、⊥⊥：地滑り崩壊地（A～ E）、
No.3, No.4：対照流域）
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°

表１　地滑り地形の諸元

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棚瀬 (1997) から抜粋、一部加筆

２　水文環境
(1)　湧水の位置および渓流の流量調査

写真１　大洞沢遠景 写真２　大洞沢量水堰No. １
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(2)　流量と降水量の調査

(3)　地下水位の観測調査

Ⅲ　調査結果

１　流域の地形・地質および土壌
(1)　地形および地質

°

°

°

写真３　地滑り崩壊地 (A) 上の斜面下湧水№ 14 写真４　地滑り崩壊地（B）の崩壊地下湧水№ 26
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図４　地質ボーリング調査結果（調査地点 B1、B2
は位置は図２に示す、破線①、②は地下水面
および地滑り堆積物下限位置（推定））

図３　ボーリング掘削中の孔内水位変化
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(2)　土壌

２　流域の水文環境
(1)　降雨と流出



東丹沢大洞沢の水文地質と流出機構 7

図５　大洞沢試験流域の土壌層厚分布

図６　大洞沢（堰№ 1）、2012 年の年間流量変化（日流量）
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図７　大洞沢（№ 1）の降雨前後の流量（毎時）変化（2012 年 2 月 5 日
～ 13 日、↓は直接・基底流出変換点）

図８　堰№ 1における降水量と直接流出量の関係（1985 年）、神奈
川県 (1986) による縦軸が流出率（％）、横軸が降水量（mm）

図９　大洞沢の年間降水量と年間流出量の関係（神奈川県,1983 に加筆）
縦軸：年流量 (ℓ / 分 )、横軸：年降水量 (mm)、○：神奈川県 ( ～ 1995)、●：東大 (2010、2011)
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表２　湧出量調査結果

図１０　大洞沢と周辺の湧水地点（●は湧出量測定：湧水№ 28 まで、○は位置確認のみ：湧水№ 29 以降）
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(2)　湧水

図１１　大洞沢の支流と流量観測地（△：測定地点）

表３　支流別低水流量測定結果 (1983.2)

写真５　№４流域の湧水 ( № 29, 堰（石垣）の下） 写真６　大洞沢周辺の湧水（№ 31）



東丹沢大洞沢の水文地質と流出機構 11

図１２　Ｘ－Ｙ地質断面と№４流域の湧水の位置および流量変化
断面線Ｘ－Ｙ、観測井Ｂ１、Ｂ２および湧水№ 34、35 の位置は図２に示す。中段の寄与率は東京農工大 (2012) による。

図１３　大洞沢の上流から下流の流量変化（最上段は河床標高（m））
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(3) 流量

表４　大洞沢の水質分析結果（2012.01.28 採水）

(4) 水質
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図１４　大洞沢と流入水の水質（ヘキサダイアグラム）の変化（測定地点は図２に示す）

図１５　地下水位と降水量の観測結果（2012.09 ～ 2013.09）
左軸は水頭（標高ｍ）右軸は降水量（大洞沢mm）　○は実測値



神奈川県自然環境保全センター報告　第 12号（2014）14

(5)　地下水位

Ⅲ　水文地質

Ⅳ　まとめ

図１６　大洞沢の模式的な水文地質（下流から上流に向かった断面、図中の矢印は水の動きを示す）
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